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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第１四半期
連結累計期間

第48期
第１四半期
連結累計期間

第47期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 2,530,211 2,722,023 12,021,829

経常利益 （千円） 261,447 303,062 1,501,493

四半期（当期）純利益 （千円） 98,545 199,596 763,563

四半期包括利益又は

包括利益
（千円） 106,679 227,121 825,747

純資産額 （千円） 5,628,043 5,976,338 5,835,705

総資産額 （千円） 7,524,641 8,282,631 8,964,832

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 7.49 14.84 56.80

潜在株式調整後１株

当たり四半期（当期）

純利益金額

（円） 7.08 14.12 53.61

自己資本比率 （％） 72.5 69.9 62.9

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

     ２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用関連会社）が営む事業の内

容について、重要な変更はありません。また、主要な連結子会社及び持分法適用関連会社における異動もありませ

ん。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社、連結子会社及び持分

法適用関連会社）が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安及び原油高に伴う原材料価格の高騰、消費税率引き上げ

による消費マインドの冷え込みなどの懸念材料はあるものの、政府による積極的な経済政策や金融政策により、企

業収益の改善や設備投資の持ち直しが見られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。

当社グループが属するＩＴ業界は、ＥＣ市場の拡大を背景としたネット通販サイトの構築需要の拡大や、イン

ターネット広告市場の拡大を背景としたインターネット広告などのデジタルマーケティングビジネスの需要が拡大

しております。また、Windows XPとOffice 2003のサポート終了に伴うハードウェアの切替や税制改正などによる

システム更新需要の余波もあり、企業のＩＴ投資は順調に推移いたしました。

このような状況の中で、当社グループは「ｅビジネス総合デベロッパー」を目指し、ネット通販サイトの構築だ

けではなく、売れ続けるための施策となるインターネット広告、運用支援などのデジタルマーケティング分野への

進出を実現し、ビジネス領域拡大を推進してまいりました。

その結果、ＥＣソリューション事業売上高の伸長等により、売上高は27億22百万円（前年同期比7.6％増）、営

業利益は２億81百万円（同14.8％増）、経常利益は３億３百万円（同15.9％増）、四半期純利益は１億99百万円

（同102.5％増）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　ＥＣソリューション事業

　ＥＣソリューション事業は、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」を活用したネット通販サイトの構

築や、保守及びホスティング売上高が伸長したことに加え、インターネット広告などのデジタルマーケティング

売上高が伸長したことにより、売上高は12億45百万円（前年同期比14.3％増）、セグメント利益は２億45百万円

（同13.7％増）となりました。

②　システムインテグレーション事業

　システムインテグレーション事業は、ウェブフォーム・ワークフロー「Ｘ－ｐｏｉｎｔ」のプロダクト販売及

びネットワーク構築売上高の伸長により、売上高は５億62百万円（前年同期比6.6％増）、セグメント利益は１

億96百万円（同17.6％増）となりました。

③　物品販売事業

　物品販売事業は、パソコン等のリプレイス需要により、売上高は９億14百万円（前年同期比0.2％増）となっ

たものの、積極的な中途採用による人件費の増加により、セグメント利益は15百万円（同61.7％減）となりまし

た。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した経営成績に重要な影響を与える要

因及び経営戦略の現状と見通しについての重要な変更はありません。
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(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　資産の変動について

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は82億82百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億82百万円の減少

となりました。これは、主に受取手形及び売掛金が６億81百万円減少したこと等によるものであります。

②　負債の変動について

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は23億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億22百万円の減少

となりました。これは、主に買掛金が５億25百万円、未払法人税等が２億74百万円減少したこと等によるもので

あります。

③　純資産の変動について

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は59億76百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億40百万円の増

加となりました。これは、主に利益剰余金が１億３百万円増加したこと等によるものであります。

 

(6）経営者の問題認識と今後の方針について

　当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した経営者の問題認識と今後の方針に

ついての重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 51,000,000

計 51,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成26年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 13,775,139 13,775,139
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 13,775,139 13,775,139 ― ―

（注）提出日現在の発行数には、平成26年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年４月１日

～

平成26年６月30日

― 13,775,139 ― 854,101 ― 884,343
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日である平成26年３月31日の株主名簿により記載しておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　340,600
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　 13,431,900 134,319 ―

単元未満株式 普通株式　　　　2,639 ― ―

発行済株式総数 13,775,139 ― ―

総株主の議決権 ― 134,319 ―

（注）１　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式92株が含まれております。

２　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,500株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数15個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ソフトクリエイト

ホールディングス

東京都渋谷区渋谷2-15-1 340,600 ― 340,600 2.47

計 ― 340,600 ― 340,600 2.47

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,131,686 3,142,706

受取手形及び売掛金 2,252,123 1,570,809

電子記録債権 18,894 －

有価証券 28,468 39,649

商品 156,927 158,531

未成業務支出金 88,182 146,777

その他 408,182 387,802

貸倒引当金 △682 △730

流動資産合計 6,083,783 5,445,545

固定資産   

有形固定資産 241,417 236,132

無形固定資産 418,592 412,247

投資その他の資産   

投資有価証券 1,748,577 1,771,167

その他 484,949 430,026

貸倒引当金 △12,486 △12,486

投資その他の資産合計 2,221,039 2,188,706

固定資産合計 2,881,049 2,837,086

資産合計 8,964,832 8,282,631

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,296,781 771,325

未払法人税等 303,025 28,288

賞与引当金 253,048 119,387

工事損失引当金 827 －

その他 706,518 822,259

流動負債合計 2,560,200 1,741,260

固定負債   

役員退職慰労引当金 144,242 152,190

退職給付に係る負債 401,101 387,049

その他 23,582 25,791

固定負債合計 568,926 565,031

負債合計 3,129,127 2,306,292

純資産の部   

株主資本   

資本金 854,101 854,101

資本剰余金 972,409 940,550

利益剰余金 4,176,963 4,280,950

自己株式 △277,195 △224,718

株主資本合計 5,726,279 5,850,885

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 77,734 88,222

退職給付に係る調整累計額 △162,264 △151,402

その他の包括利益累計額合計 △84,530 △63,179

新株予約権 41,206 44,154

少数株主持分 152,749 144,478

純資産合計 5,835,705 5,976,338

負債純資産合計 8,964,832 8,282,631
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 2,530,211 2,722,023

売上原価 1,750,872 1,893,693

売上総利益 779,338 828,330

販売費及び一般管理費 534,454 547,137

営業利益 244,884 281,193

営業外収益   

受取利息 6,335 6,315

受取配当金 5,527 2,923

持分法による投資利益 1,286 9,801

その他 4,368 3,373

営業外収益合計 17,518 22,413

営業外費用   

為替差損 758 272

その他 197 271

営業外費用合計 955 544

経常利益 261,447 303,062

特別損失   

事務所移転費用 74,511 －

投資有価証券売却損 － 3,171

特別損失合計 74,511 3,171

税金等調整前四半期純利益 186,935 299,891

法人税、住民税及び事業税 22,479 22,729

法人税等調整額 61,660 71,390

法人税等合計 84,140 94,119

少数株主損益調整前四半期純利益 102,795 205,771

少数株主利益 4,250 6,174

四半期純利益 98,545 199,596
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 102,795 205,771

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 3,883 10,487

退職給付に係る調整額 － 10,862

その他の包括利益合計 3,883 21,350

四半期包括利益 106,679 227,121

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 102,428 222,813

少数株主に係る四半期包括利益 4,250 4,307
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、

退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均

残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率を使用する方法から、単一の加重平均割引率を使用する方法へ変

更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１

四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が29,953千円減少し、利益剰余金が

18,583千円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益への影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

減価償却費 65,030千円 60,590千円
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（株主資本等関係）

　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月９日

取締役会
普通株式 106,866 25.00 平成25年３月31日 平成25年６月７日 利益剰余金

 

　２　株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、平成25年５月１日開催の取締役会において、日本ユニシス株式会社を引受先とした第三者割当に

よる自己株式の処分を実施することを決議し、平成25年５月17日に払込を受けております。この結果、当第

１四半期連結累計期間において資本剰余金が98,027千円増加、自己株式が226,064千円減少し、当第１四半

期連結会計期間末において資本剰余金が1,003,560千円、自己株式が57,535千円となっております。

 

　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

　１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月９日

取締役会
普通株式 114,192 8.50 平成26年３月31日 平成26年６月６日 利益剰余金

 

　２　株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 

ＥＣソリュー

ション事業

システムイン

テグレーショ

ン事業

物品販売

事業

売上高       

外部顧客への売上高 1,089,721 528,104 912,385 2,530,211 － 2,530,211

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,395 8,553 32,058 43,007 △43,007 －

計 1,092,117 536,658 944,443 2,573,219 △43,007 2,530,211

セグメント利益 215,807 167,355 39,282 422,446 △160,999 261,447

（注）１　セグメント利益の調整額△160,999千円は、セグメント間取引45,174千円、その他調整額△16,401千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△189,772千円が含まれております。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 

ＥＣソリュー

ション事業

システムイン

テグレーショ

ン事業

物品販売

事業

売上高       

外部顧客への売上高 1,245,034 562,804 914,184 2,722,023 － 2,722,023

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,029 8,127 28,019 37,176 △37,176 －

計 1,246,064 570,932 942,203 2,759,200 △37,176 2,722,023

セグメント利益 245,439 196,749 15,033 457,221 △154,159 303,062

（注）１　セグメント利益の調整額△154,159千円は、セグメント間取引21,569千円、その他調整額△17,300千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△158,428千円が含まれております。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

３　報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

（会計方針の変更）に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算

方法を変更したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更してお

ります。

当該変更による各報告セグメント等への影響は軽微であります。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 ７円49銭 14円84銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 98,545 199,596

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 98,545 199,596

普通株式の期中平均株式数（株） 13,159,208 13,453,931

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ７円08銭 14円12銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） 758,677 680,913

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式

について、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

― ―

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成26年５月９日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（１）配当金の総額　　　　　　　　　　　　114,192千円

（２）１株当たりの金額　　　　　　　　　　８円50銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　平成26年６月６日

（注）平成26年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月６日

株式会社ソフトクリエイトホールディングス

取 締 役 会　御 中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂　　田　　純　　 孝　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 日   高　 真 理 子　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソフト

クリエイトホールディングスの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフトクリエイトホールディングス及び連結子会社の平成26

年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

     ２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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